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平成27年度 精度管理調査日程

精度管理報告会：本日

総括集・報告書・参加証発送：１２月末
ABCD割合 対象外件数

救済日：10月26・27日

２次サーベイ実施

１次速報郵送：１０月初め
C・D項目 3SD.項目 是正報告

試料発送：8月30日
臨床化学試料の漏れ Photo設問間違い HbA1c溶血

2次参加受付：7月1週目〆

JAMTQC参加申込み：6月2週間

精度管理調査案内発送（個別）：5月末

日臨技システムJAMTQC使用申請：3月末
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速報と是正

• 報告値の見直し

• 統計値や正解への疑義照会

• 施設担当者→岐臨技学術

• 施設認証申請への対応

• ※2SD→3SD

 

分野 

評価 

対象数 

評価 A 

件数（％）

評価 B 

件数（％）

評価 C 

件数（％）

評価 D 

件数（％） 

評価外 

件数 

臨床化学 52 51(98.1) 1(1.9) 0(0.0) 0(0.0) 0 

免疫血清 6 6(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0 

微生物 0 0 0 0 0 0 

血液 24 24(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0 

細胞 0 0 0 0 0 0 

一般 15 15(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 1 

生理 0 0 0 0 0 0 

輸血 10 8(80.0) 2(20.0) 0(0.0) 0(0.0) 0 

病理 0 0 0 0 0 0 

計 107 104(97.2) 3(2.8) 0(0.0) 0(0.0) 1 

 

施設総合評価報告書



地区別参加推移

2



試料別参加推移
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点数分布推移
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是正日前後の変化
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Photo 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100

前 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 2 0 2 2 3 8 4 19

後 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 3 2 1 35

検体 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100

前 1 0 0 0 0 2 1 2 3 6 54

後 0 0 0 0 0 2 0 1 2 5 60



ＣＶ変化（生化学濃度項目）
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ＣＶ変化（生化学酵素項目）
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ＣＶ変化（その他項目）
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試料・設問のquality

• 検体試料
– 測定機器の影響を受けない

– 測定試薬の影響を受けない

– 保存温度の影響を受けない

– 通常検体と同様に扱える

• Photo設問
– 画像が鮮明である

– 設問の内容が簡潔明瞭である（ひっかけは採用しない）

– 現在の水準（ガイドライン等）に合わせた内容

– 部門研修会で行われた内容

– 新しく提唱された事項に関する内容（教育問題）
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標準化試料（生化学濃度項目）18都道府県採用プール血清
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標準化試料（生化学酵素項目）18都道府県採用プール血清
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評価対象外の項目

H25 H26 H27
一般フォトNo.1 39 40 0
一般フォトNo.2 0 40 41
血液フォトNo.4 38 0 0
細胞フォトNo.8 0 25 0
細胞フォトNo.9 26 0 0
総ビリルビン 2 0 2
アルブミン 2 0 0

HDL-コレステロール 7 0 0
LDL-コレステロール 5 4 3

アミラーゼ 1 0 0
ヘモグロビンA1c（NGSP値) 0 12 0

AFP 3 3 3
CEA 1 4 3
PSA 0 4 3

CA125 5 4 -
CA19-9 4 5 -
フェリチン 4 6 3

甲状腺刺激ホルモン（TSH） 0 6 3
遊離サイロキシン（FT4） 0 6 3

遊離トリヨードサイロニン（FT3） - 6 3
血小板数 0 50 0
尿蛋白 2 4 5

尿潜血定性 0 3 0
同定試料42微生物 24 0 0

試験管法による凝集反応の判定（凝集価・抗体価）試料53輸血-1 1 0 0

試験管法による凝集反応の判定（凝集価・抗体価）試料53輸血-3 1 0 0

感受性1-1 - 判定 0 0 23
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都道府県別施設認証取得状況
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都道府県別日臨技精度管理調査成績（Ｈ25・H26)
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施設認証取得率順
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都道府県別内部精度管理登録状況（外部との比率）
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都道府県別外部精度管理参加状況（分母：日臨技登録施設数）
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施設認証取得には広域・地域両者の参加が必須

20 35 9
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標準化項目の精度（信頼性の範囲95％）

内部 外部 合成

GLU 1.90 2.54 3.17 
T-Bil 5.00 4.98 7.06 
Na 1.00 1.62 1.90 
K 1.40 2.28 2.68 
Cl 1.30 3.22 3.47 
Ca 2.10 3.08 3.73 
IP 2.10 3.14 3.78 
Fe 2.10 3.02 3.68 
TP 1.80 2.92 3.43 
ALB 2.20 5.44 5.87 
UA 1.80 2.30 2.92 
BUN 2.60 4.26 4.99 
CRE 2.40 3.00 3.84 
T-CHO 2.00 2.70 3.36 
TG 2.50 3.72 4.48 
HDL 3.00 8.30 8.83 
LDL 2.90 6.70 7.30 
CRP 4.90 5.06 7.04 
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内部 外部 合成

AST 3.00 3.50 4.36 
ALT 3.90 5.58 6.81 
ALP 3.50 4.88 6.01 
LD 2.80 2.32 3.64 
AMY 1.90 3.56 4.04 
CK 2.80 4.90 5.64 
γ-GT 3.30 2.94 4.34 
CHE 2.00 3.10 3.69 

内部 外部 合成

HbA1c 2.20 3.98 4.55 
IgG 4.30 4.10 5.94 
IgA 3.80 3.94 5.47 
IgM 4.90 4.66 6.76 
Hgb 1.40 2.90 3.22 
PLT 5.30 16.34 17.18 
WBC 2.90 10.86 11.24 
MCV 1.10 8.04 8.11 



全国の施設間精度と岐阜県の精度（CV)

H27 CV% 0～2 2～5 5～10 10～20 20～50 50～

1.5 GLU 33 14 0 0 0 0

11.3 T-Bil 0 0 25 22 0 0

0.7 Na 47 0 0 0 0 0

1.2 K 44 3 0 0 0 0

1.6 Cl 39 8 0 0 0 0

2 Ca 13 34 0 0 0 0

2.1 IP 14 33 0 0 0 0

2.3 Fe 14 33 0 0 0 0

1.1 TP 38 8 1 0 0 0

2.2 ALB 2 41 4 0 0 0

1.1 UA 29 18 0 0 0 0

1.9 BUN 6 40 1 0 0 0

3.5 CRE 1 34 12 0 0 0

1.6 T-CHO 39 8 0 0 0 0

1.6 TG 12 32 3 0 0 0

3.1 HDL 0 31 14 2 0 0

2.6 LDL 1 37 2 7 0 0

4.6 CRP 0 17 21 4 5 0
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全国の施設間精度と岐阜県の精度（CV)

H27 CV% 0～2 2～5 5～10 10～20 20～50 50～
3.5 AST 0 40 6 1 0 0
4.3 ALT 0 25 22 0 0 0
2.3 ALP 5 35 1 0 0 0
1.2 LD 16 31 0 0 0 0
1.8 AMY 6 36 5 0 0 0
1.6 CK 5 41 1 0 0 0
2.2 γ-GT 1 42 4 0 0 0
1.1 CHE 35 12 0 0 0 0
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H27 CV% 0～2 2～5 5～10 10～20 20～50 50～

2.8 HbA1c 8 38 1 0 0 0

1.1 Hgb 39 8 0 0 0 0

4.2 PLT 0 15 27 2 2 0

4.4 WBC 1 35 9 0 1 1

1.1 RBC 38 8 0 0 0 0

1.9 MCV 10 29 2 0 0 0



ISO機能組織図

検査室管理主体

（検査部長）

技師長

検体検査 病理検査 生理機能検査

品質管理者

SOP・マネジメント

技術管理主体

要員・品質保証
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認定臨床化学・免疫化学精度保証
管理検査技師



PDACサイクル
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精度管理調査事業収支
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精
度
管
理
調
査
参
加
費

人件費
通信費

試料代
ｺﾝﾃﾅ
郵送料

総括集
製本

各部門担当者
の支援活動

会議の縮小

消費税の引上げ
原料の有料化

項目数の削減

消費税
カラー印刷

Web：PDFの
利用



学術HPより公開
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JAMTQC総括統計の利用
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Webによる閲覧
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まとめ
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• 岐阜県の精度管理事業は、日臨技など全国規模の精度管理と比較しても十分
機能している。

• より品質の良い試料を精度管理に用いるには試料代金を引き上げる必要性が
ある。

• 岐阜県の精度は、参加施設を対象とすれば十分満足できる状況が維持されて
いる。

• 標準化対象項目は施設間差が許容範囲を満たしている。

• ただし、この状況が疑似的な結果ではなく、患者検体においても同様であること
を証明するためには、精度管理の結果算出方法を厳格にすることが望まれる。

• 岐阜県の医療施設には当会精度管理事業に不参加の施設が認められるが、
評価対象外となる項目を除けば、他の外部精度管理調査に引けを取らずむし
ろ是正に関し支援活動を受けられるメリットは大である。

• 更によりよい事業を展開し、健全な経営を行うためには、総括集の発行につい
て今後検討をしていく必要がある。



学術

広報
精度
管理


